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物  質  名 2,4,5-トリクロロフェノール ＤＢ－29 
別  名 － 構 造 式 

 

CAS番号 95-95-4 
PRTR番号 － 

化審法番号 3-931 

分子式 C6H3Cl3O 分子量 197.45 
沸点 253℃（760 mmHg）1) 融点 69℃1) 
蒸気圧 7.5×10-3 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 8.08 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.72（実測値）3) 水溶性 1.2×103 mg /L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 600 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 820 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 3,000 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、30、100、300、1,000 mg/kg/回を 24 日間で 18 回強制経口投与した結果、1,000 
mg/kg/day群で体重増加の軽微な抑制、腎臓の軽微な腫脹がみられた 6) 。 

・ラットに 0、0.01、0.03、0.1、0.3、1％の濃度で 98日間混餌投与（0、10、30、100、300、1,000 
mg/kg/day）した結果、0.3％以上の群で体重増加の抑制、軽度の多尿、肝臓及び腎臓で軽微な組
織の変性がみられた 6) 。この結果から、NOAELを 0.1％（100 mg/kg/day）とする。 

・マウスに 0、0.06％の濃度で 6 ヵ月間混餌投与（90 mg/kg/day）した結果、0.06%群では投与後
12週間で肝臓重量のわずかな増加がみられたが、6ヵ月後には対照群と同程度であった。なお、
肝臓の組織の変性はみられなかった 7, 8) 。 

・ウサギに 0.1、10、100、500 mg/kg/回を 28日間で 20回強制経口投与した結果、100 mg/kg/回以
上の群で非常に軽微な腎臓の変化、500 mg/kg/回群で非常に軽微な肝臓の変化がみられた 6) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、650 mg/kg/dayを妊娠 6日から 15日まで強制経口投与した結果、650 mg/kg/day群
で 12％が死亡したが、胎仔では投与に関連した吸収胚や奇形等はなかった 9, 10) 。 

・マウスに 0、0.9、9 mg/kg/dayを妊娠 6日から 15日まで強制経口投与した結果、9 mg/kg/day群
で胚吸収率のわずかな増加がみられたが、奇形はみられなかった 11) 。 

・マウスに 0、800 mg/kg/dayを妊娠 8日から 12日まで強制経口投与した結果、800 mg/kg/day群
で出生仔の哺育 1日目の生存数の有意な減少を認めた。なお、800 mg/kg/dayは母マウスの最大
耐用量（MTD）として設定された 12)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、かすみ眼、皮膚に付くと発赤、痛み、経口

摂取すると腹痛、下痢、めまい、頭痛、嘔吐、疲労、発汗、吸入すると咳を生じる。反復また

は長期の皮膚への接触により、皮膚炎を起こすことがある。肝臓、腎臓に影響を与えることが

ある 13)。 
・米国の本物質及び 2,4-ジクロロフェノールの製造工場の労働者で、塩素痤瘡 29件、ポルフィリ
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ン症 11件がみられたが、労働者は本物質以外のクロロフェノール類や PCDDs、PCDFs、酢酸、
フェノール等にもばく露していたため、これらの物質が症状と関連した可能性も考え

られた 14) 。 
・化学工場で本物質、2,4,5-トリクロロフェノキシ酢酸、ペンタクロロフェノール、ダイオキシン
類等にばく露した労働者の妻の出産について調査した 2 報告では、父親のばく露と流産、新生
児死亡、先天性欠損等との間に有意な関連はみられなかった 15, 16) 。また、労働者は複数の物質

にばく露していたため、本物質との関連は不明である。 
・米国の 2,4,5-トリクロロフェノール酢酸（2,4,5-T）の製造工場で、本物質が 4 mg/m3未満、2,4,5-T 
が約 0.1 mg/m3未満の作業場では、作業場の環境に慣れていない人で鼻の刺激、くしゃみ、口内

の苦味が生じた。また、1951～1971 年の間に 2,4,5-Ｔ製造の作業場で 1 ヵ月間以上継続して働
き、本物質や 2,4,5-Ｔ等にばく露した男性労働者 204人（ばく露期間：1 年未満～約 10 年）を
対象として 1976年までの死亡を調査した結果についても影響はみられなかった。これらの労働
者の医療記録には塩素痤瘡やポルフィリン症はなかった。なお、2,4,5-Ｔの製造過程で含有され
るテトラクロロジベンゾジオキシン(TCDD)の濃度は 1966年には 1 ppm未満であったが、1972
年には 0.1 ppm未満となった 17) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2B（ポリクロロフェーノール及びその Na塩として）18) 
 動物実験では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がないた
め、IARCの評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 100 mg/kg/day（体重
増加の抑制など）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 10 mg/kg/dayを暫定無毒性量等
に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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